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コロナリーアクセスを見据えた
TAV in SAVの選択肢

サピエン3の
TAV in SAVにおける臨床成績＊

1）Seiffert M et al. EuroIntervention. 2018；14：e397-e404.
2）Webb et al. JACC. 2017；69：2253-62.

サピエン3はステント長が短いため、冠動脈疾患への
介入治療が必要となる場合でもシンプルなコロナリー
アクセスが可能です。

自己弁に対するTAVI同様、シンプルな手技による良好
な臨床成績が報告されています1）。

サピエン3による
TAV in SAVが可能に

※TAV in SAV症例の約70％が冠動脈疾患を有すると
　報告されています2）。

＊VARC-2の定義に基づき評価を行った。

30日全死亡率  ：  0.6 %

正確な留置  ：  2nd valve 0.4 %

主要な脳梗塞  ：  0.5 %

バルーン拡張型経カテーテル植込み心臓弁（THV）サピエン3を用いたTAV in 
SAVの有効性および安全性について、サピエンXTと比較検討する。
Valve-in-Valve International Data（VIVID）Registryに登録、解析された514例
のうちサピエン3を用いた144例のデータを提示。
平均年齢75.4±10.9歳、男性68.8％、NYHAⅢ-Ⅳ 85.2%、平均STS-PROM score  
7.3±5%

目　　的：

対　　象：

患者背景：
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生体弁領域における
リーディングカンパニー
専門医師との50年以上にわたるパートナーシップのもと、
エドワーズライフサイエンス社は生体弁領域において
様々なソリューションを提供し続けてきました。
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世界初の人工心臓弁製品

カーペンターエドワーズ生体人工心臓弁＊

Starr-Edwards silastic ball valve＊
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